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カ
レ
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ト
寄
稿

再
生
一可
・能
型
■
外
ル
ギ
■

買
い
取
一ウ
一制
一度
の
落
■
し
穴

～
太
陽
一光
発
・電
に
つ
い
て
・そ
の
２
一～
―
♭
諏
知鶏
川レル
総
ｈ
Ｊ

前
号
で
再
生
可
能
型
エ
ネ
ル
ギ
ト
め
固
定
買
い
取
γ
制
度
共
Ｆ
■
Ｔ
）
に
つ
い
て
触
れ
た
。
こ
の
Ｆ
Ｉ

Ｔ
制
度
の
大
き
な
政
策
目
標
で
あ
る
①
日
本
の
未
来
を
支
え
る
国‐
内
エ
ネ
ル
ギ

‐―産
業
の
育
成
ど
、
現
在

苦
境
に
立
っ
で
い
る
②
国
産
太
陽
光
パ
ネ
ル
メ
ト
カ
ー
の
経
営
救
済
策
も
含
ま
れ
て
い
た
。
国
産
パ
ネ
ル
い

性
能
的
に
は
世
界
●
ト
ツ
プ
ク
‐‐ラ
ス
一の
性
能
は
有
す
る
も
の
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
で
の
価
格
競
争
で

は
中
国
製
や
韓
国
製
に
後
塵
を
拝
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
設
計
の
時
か
ら
の
心
配
点
が
現
実
化
し
て
き

で
い
る
〓
づ
ま

，
日
本
で
太
陽
光
発
電
事
業
が
伸
び
れ
ば
伸
び
る
ほ
ど

，
発
電
装
置
の
大
部
分
を
占
め
・る
・

パ
ネ
ル
ヽ
す
な
わ
ち
中
国
ダ
■
か
卜
や
韓
国
メ
ー
カ
■
が
、
こ
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
思
恵
を
受
け
ず
結
果
的

に
日
本
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
は
中
国
や
韓
国
の
産
業
育
成
に
大
き
ぐ
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
●
事

実
―――
こ
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
先
駆
．者
で
あ
る
ド
イ
ツ
で
は
世
界
最
大
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
メ
ト
カ
■
が
倒
産
ｔ
・

て

い
る
。
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一

■
太
陽
光
発
電
協
会
が
十
二
ル
に
発
表
し
た
Ｌ
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
国
内
出
荷
量
」
に
ょ
る
と
、
七
，
九
月

ま
で
の
出
荷
量
は
発
電
能
カ
ベ
ー
ス
で
、
昨
年
同
期
比
八
〇
％
増
の
六
二
万
六
九
０
０
キ
ロ
ウ
ッ
ト
で
ヽ

海
外
か
ら
の
輸
入
発
電
パ
ネ
ル
は
昨
年
同
期
の
二
一九
％
‐か
ら
三
二
％
に
急
増
し
た
「
現
在
一
国
内
で
は
メ

ガ
ソ
■
ラ
■

（大
規
模
発
電
所
）
に
一参
入
す
る
事
業
者
が
―目
自
押
ｔ
で
ｒ
ｔ
か
も

‐自治
体
な
ど
は
ヽ
学
校
、

体
育
館
、■
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
に
よ
る
Ｌ
屋
根
貸
し
｝
や

「場
所
貸
し
」
に
奔
走
し
て
い
る
。
太
陽
光

パ
ネ
ル
は
騒
音
が
一な
ぐ
、
公
害
も
な
い
住
民
に
容
易
に
受
け
・入
れ
ら
れ
る
施
設
な
の
で
あ
る
「
こ
の
ぺ
・■

ス
一
増
な
結
け
な
ど
来
年
町
期
に
は
い
大
阪
光
発
寄
は
一
Ｏ
Ｑ
万
Ⅳ
″
ぼ
な
か
に
超
え
ヶ
予
想
■
出
て‐‐　ト

る

。
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●
メ
ガ
ソ
■
ラ
ー
の
収
益
性
は
パ
ネ
ル
価
格
で
決
ま
〓
●
　
一
・
●
●
●
●
●
●
一

●
メ
ガ
ソ
■
ラ
■
事
業
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、
そ

‐の―収
益
性
●
初
期
投
資
が
少
な
卜
事
業‐
ほ
ど
■
益
性
が

高
い
●
当
た

，
前
の
こ
と
で
あ
る
一
発
電
事
業
者
は
一利
益
を
生
み
出
す
た
め
に
国
産
品
ょ

，
三
割
か
‐ら―三

割
安
い
と
さ
れ
て
い
‐る
海
外
の
輸
入
品

（中
国
製
、
韓
国
製
ず
他
）
を
使
う
の
は
当
．然
の
結
果
で
あ
る
。

一こ
の
一
夕
の
要‐
求
●
中
‐国‐‐一
一韓
回
メ
■
力
■
ぼ
一
十
ル
貯
問
卜
絣
一
暮
ど
一
で
Ｌ
‘
ず
一当
然
量
一産
妍
果
で
ヽ

さ
ら
に
競
争
方
を
つ
け
る
で
あ
る
う
「　
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・
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む
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一
世

界

最

大

の

太

陽

光

パ

ネ
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メ
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一
貫
い
取
‐ヶ
制
度
で
先
行
し
た
ド
イ
ツ
や
ス
バ
イ
ン
一
は
、
こ
常
の
発
電
よ
り
買‐‐
●
■
．ヶ
価
な
ら
高

‐‐し、
大

陽
光
分
等
事
難

―こ‐
■
難
業
穫
が
メ
‐か

′
■
テ
ト
事
業
に
格
た
い
で
参
入
し
た
■

‐そ
０
結

‐
果
一

‐ら
ば

，
価‐
な

中
国
製‐
を
積
極
的
に
採
用
ｔ
た
‐。
そ

‐の
結
果
、
本
来
一

‐
―

口
酢
で
撮
●
駐
徳
な

―受‐‐
一
‘
一
す
で

‐あ‐
一一

‐
た‐
世

界
最
大
り
太
陽
光
パ
ネ
ル
製
造
ス
ト
ガ
．■
で
あ
る
●
ィ
ツ
Ｏ
Ｑ
セ
ル
ズ
社
は
欧
州
市
場
に
低
価
格
戦
略
で

進
出
し
た
中
国
メ
ー
カ
ー
の
攻
勢
に
完
敗
し
、
今
年
の
四
月
に
破
産
を
申
請
し
た
ず
几
月
‐
に
は
韓
ロ
オ
■

カ
ト
に
買
収
さ
れ
る

こ
と
が
発
表
さ
・れ
た
“
今
後

は
韓
国
‐資

本
の

下

で
経
営
立

て
直
し
を
図
る
こ
と
に
な

ヶ
¨
下
イ

ツ
の
Ｌ
堅
井
―
か
■

・
ゾ

ロ
ゾ

社
な
ど

の
二
社
も
法
的
整
‐

理
に
追

い
込
ま
れ
た
■
米
‐目

に
お

い

て
も
オ

バ

マ
政
権

の

「
グ
．り
■

ン

・
ニ
ュ
■
デ
イ
ル
」
政
策

の
目
玉
だ

っ
た

ソ
リ

ン
ド
ラ
社

が
申
国
や
韓

国
メ
．■

カ
ー
に
市
場
を
奪

わ
れ
経
営
破
た
ん

し
て

い
る
。

日
本

の
シ
キ
ー
プ
も
太
陽
電
池
部
門
で
二
二
〇

億

円

の
赤
字
を
出
ｔ
て
い

る
。一
つ
ま
■
世
界

で
通
用
す

る

ハ
イ

テ
ク
製
品
は
、
価
格
競
争
功

の
あ

る
新
興

殴

一
製
品
が
登
場
す

る
と
、
た
き
な
投
資
を

し
た
メ
ト
カ
■
ほ
ど
、
そ
の
収
益
性

が

一
挙

に
失
わ
れ
、
短

期
一陽

で
急
機
的
な
状
況

に
陥

っ
て
し
ま

っ
た
´
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一
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
■
の
世
界
的
．な
需
要
拡
大
を
ｉ
け
、
大‐
陽
光
発
‐
憲
市
場
は
今
後
も‐
成
長
が
見
込
め

ヶ
一
ズ
イ
‐
＾
銀
‐‐

行
‐

な
ど
０
試
‐

算
に
よ
一る
と
太
陽
光
市
場
は
、
年
率
二
計

の
ぺ
■
ス
八
二
〇

一
〇
年
か
ら
二

０

一
■
年
ま
●
Ｙ
で
拡
大
す
な
ど
予
想
さ
れ
↓
激
し

い
価
格
競
争
は
当
面
続
く
見
通
し
で
、■
当
然
体
力

の

な

い
メ
■
カ
ー
の
淘
汰
は
続
ぐ
で
あ
ろ
う‐
。
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一
今
回
の
衆
議
院
選
挙
に
当
た
り
ず
多
ぐ

の
政
党
は
二
原
発
は
い
ら
な

い
ず
脱
原
発
ず
卒
原
発
ず
緩
や
か

な
原
発
か
ら
の
脱
無
一
な
‐ど‐

ず
は
と
ん
ど
言
葉
の―
遊
び
に
し
か
思
え
な
い

ェ
ネ
ル
ギ
■
政
策
■
標
が
掲
げ

ら
れ
た
ず
原
発
の
代
わ

，
に

「
太
陽
光
が
最
適
ず
炭
酸
ガ
ズ
も
出
さ
な

い
い
騒
音
も
な

い
未
来
の
エ
ネ

ル

ギ
■
ど
し
■
最
通
」
あ
る
党

の
公
紅
で
あ
る
‐，

ｔ
か
し
少
ｔ
で
■
発
電
に
知
識

の―
み
る
読
者‐
な
ら
す
で
、

こ
０
大
き
な
誨
．簿
に
気
が
住
く
で
あ
ろ
う
■

．優
一
町
■
―‐‐・鷹
発
‐

に
た
わ
か
容
量
と
し
■
た
陽
光
発
電
一
■

東
電
福‐
島
第

一
原
発
‐ヶ

第

■
原
発
を
合
わ
せ

た
縦
発
電
量
六
■
・０
万
則
を
発
議
し
た
と
し
一で
も
、■
現
実

に

は

一
曝
た
Ｏ
Ｌ
と
曇
天
の
離

の―
発
電
出
力‐
の
差
‐「

は
，

国
民
が
想
像
す

‐る
以
上
に
落
差
が
大
き
く
‐

‐、
曇
り

度
合
に
よ

，
晴
天
時

の―
四
分
の

一．ゃ
Ｉ
分
ら
二

に
な
ヶ
。‐

ン
■
テ

ー
‐

パ
ネ
ル
の
計
平
与
発
電
効
率
は
最
大

出
力
０
約

一
■
一％
と
言
わ
れ
で
い
・る
一

つ
ま
り‐
曇
一天
み
日
は
一四
．Ｏ
Ｏ
～
五
０
０
万
酢
を
他
の
電
源
■
賄
わ

な

い
と
生
活
に
支
障
を
ぎ
な
す

の
で
み
夕
■
こ
の
よ
う
に
太
陽
光
発
電
は

「
独
γ
立
ち
で
き
な

い
不
安
定

電
源
の
塊
■
な

の
だ
。

・
当
然
平
準
化
す
る
た
め
に
蓄
電
池

の
設
置
が
考‐
え
ら
れ
る
一
晴
天
の
Ｂ
は
蓄
電
池

に
書
を
、
夜
間‐
や
曇
天
の

日
に
使
テ
こ
と
で
ぁ
る‐
ｆ
独
立
電
源
と
し
で

「
メ
ガ
ン
ト
ラ
ー
と
‐

蓄
電
池
一
を

セ

ッ
ト
に
す
る
一ど
■
経
済
性
の
観
点
か
ら
大
き
な
壁
■
ぶ
一ち
当
‐

な
る
‐

の

―で
み
る
。
現

‐在
メ
ガ

‐ソ
ー
ラ
ー
の

建
設
費
―ま‐
発
電
出
が

一
万
鰤
あ
な
り‐
町
十
■
二
十
億
円‐
程
度
ど
言
わ
れ
で
い
る
。
仮
‐に

東
京
電
力

の
管
内

輌
』
¨
】
粋
い
軸

‐と‐‐‐の―‐‐量
響
一
事

大 を‐‐。
け
¨
誓
一
一

‥独 た 光
］
一
計
調
に
摯
は
協
識
”
勧
筆
に

る‐十
一
詢
「

‐こ‐の
摯
澤
摯
い

一源
と
し
て
使
■
に
は
ぎ
わ
め
て

高

‐額‐
な
シ
ス
・テ
ム
で
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あ
る
ｔ
と
を
理
解
ｔ
■

‐
く
て
は
な
ら
な
ヽ
。
今
の
制
度
で
は
蓄
電
池
の
設
置
に
は
い
ま
っ
た
ぐ
触
れ
て
い

な
い
の
で
、一
こ
れ
か
ら
発
電
業
者
を
目
指
す
人
は
、
書
電
池
被
ぎ
で
メ
ガ
ソ
■
ラ
■
事
業
に
殺
乳
す
る
で

あ
ろ
ナ
¨
土
地
さ
え
あ
れ
ば
、
数
か
月
後
に
発
電
所
が
出
来
い
す
ぐ
に
売
電
収
入
が
入
る
か
ら
だ
ず
そ
の

電
気
料
金‐
の
値
上
が
り
は
す
べ
て
国
民
が
負
担
ｔ
で
ぐ
れ
る
ず
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度
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太
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電
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万
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を
超
え
る
と
ず
単
純
計
算
で
建
設
費
五
千
億
円
の
う

ち
大
半
は
中
国
や
韓
国
に
流
れ
ず
日
本
国
民
に
は
電
気
料
金
の
負
担
増

（■
般
家
庭
で
月
当
た
り
八
百
円

か
ら
千
円
増
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ろ
う
ｆ
　
一　
一一　
・
一●
　
・　
・
一
．
　

　

一
　

・●
一
●
一
　
一

．

一．　

　

　

一
　

一
一
一　

　

　

　

　

　

一
一
一一　

一一・・
●
・
・一
一
　

一
・
一

・

一

．
　

　

・
一
一一

・一　

・

一
・

一．一
●
・

■
国
民
負
担
は
二
兆
〓
千
億
円
に
■
●
●
―
●
一　
一　
・一
●
・　
―
　
一●
一
●
　

．

・
　
　
・
　
　
　
一
　
．
一●

一一
　
一一一

一
一●

一
　
・
　
　
・
　
　
一．
　
一
　
一
　
　
　
一
　
一
・
　
　
　
　
　
一．
　
　
　
　
　
　
　
　
・

．
　
　
一
　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一一

一・
　
　
一
　
一
　
・
　
　
　
　
一
　
一．
　
・

一

●
太
陽
光
発
電
の
普
及
が
進
ん
で
一電
気
料
金
が
高
騰
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
¨
・　
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十
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台
後
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だ
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指
摘
し
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光
事
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に
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る
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の
孫
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氏
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で
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き
四
十
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」
と
主
張
し
、
業
界
団
体
の
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光
発
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協
会
も
Ｌ
税
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で
四
十
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円
｝
と
強
く
主
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て

い
た
。
そ
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政
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取
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い
取
り‐価
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が
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い
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合
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七
年
度
の
全
量
買
い
取
り‐
制
度
に
よ
る
国
民
負
担
は
二

〇
一
二
年
度
の
四
●
六
倍
に
当
た
る
年
間
約
二
兆
二
千
億
円
に
な
る
と
試
‐算
‘
さ
れ
て

，、
る
“
企
業
も‐
コ

ス
ト
高
に
堪
え
か
ね
て
海
外
移
転
、
そ
し
て
雇
用
も
失
わ
れ
る
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
の
始
ま
ゥ
で
あ
る
ｆ

ェ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
一社
会
イ
・イ
ワ
・夕
の
構
築
ど
同
じ
で
あ
ゥ
、
五
十
年
か
ら
百
年
後
の
姿
を
描
ぎ
つ

つ
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
も

「耳
触
り
の
い
い
、
思
い
つ
き
政
治
」
の
姿
が
露
呈
し
て

い
る
――――‥
新
政
権
に
は
腰
を
据
え
た
二
・ネ
ル
ギ
■
政
策
を
期
待
ｔ
た
い
ｏ
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【図■平成24年度買い取り価格および期FE5】
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